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職員のインフルエンザワクチンの接種率

　ワクチン接種率＝Ｃ（自院内にてインフルエンザワクチンを接種した職員数）

/B(ワクチン接種最終日の職員数）×100

年度
ワクチン接種最終日の職

員数（人）

自院内にてインフルエン
ザワクチンを接種した職

員数（人）

職員のインフルエンザワ
クチンの接種率（％）

平成26年度 151 141 93%

平成27年度 149 124 83%

平成28年度 141 114 81%

平成29年度

平成30年度

平成31年度

平成32年度

平成33年度

平成34年度

平成35年度

平成36年度

平成37年度

合計/平均 441 379 86%

慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）
日本慢性期医療協会

93%

83%

81%

74%
76%
78%
80%
82%
84%
86%
88%
90%
92%
94%
96%

職員のインフルエンザワクチンの接種率（％）

職員のインフルエンザワクチン

の接種率（％）



【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-1-1

入院時医療区分の3ヶ月後の改善率
　　（算定期間に限りのない区分の患者は除く）

入院時医療区分の3ヶ月後の改善率＝Ｃ（医療区分の改善した患者数）

　　　　　　　　　　　/Ｂ（医療区分の変化（改善+悪化）患者数）×100

平成28年度
医療区分の変化した（改善

+悪化）患者数（人）
医療区分の改善した患者

数（人）
入院時医療区分の3ヶ月後

の改善率（％）

平成28年4月 3 3 100%

平成28年5月 4 4 100%

平成28年6月 4 1 25%

平成28年7月 4 2 50%

平成28年8月 3 2 67%

平成28年9月 7 2 29%

平成28年10月 4 3 75%

平成28年11月 3 3 100%

平成28年12月 1 1 100%

平成29年1月 6 4 67%

平成29年2月 4 4 100%

平成29年3月 4 3 75%

合計/平均 47 32 68%

慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ 　（病棟臨床指標）
日本慢性期医療協会
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【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-1-2

肺炎の新規発生率

　　　（肺炎治療目的の入院は除く。初発・再発は問わない）

肺炎の新規発生率＝Ｃ（1ヶ月あたりの肺炎新規発生患者数）

/Ｂ（1日あたりの平均入院患者数）×100

平成28年度
1日あたりの平均入院患者

数（人）
（医療）

1ヶ月あたりの肺炎新規発
生患者数（人）

肺炎の新規発生率（％）

平成28年4月 71 3 4%

平成28年5月 69 6 9%

平成28年6月 67 4 6%

平成28年7月 71 4 6%

平成28年8月 72 1 1%

平成28年9月 64 1 2%

平成28年10月 60 4 7%

平成28年11月 66 4 6%

平成28年12月 68 3 4%

平成29年1月 68 9 13%

平成29年2月 62 3 5%

平成29年3月 72 2 3%

合計/平均 809 44 5%

慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）
日本慢性期医療協会

4%

9%

6% 6%

1% 2%

7% 6%
4%

13%

5%

3%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

肺炎の新規発生率（％）

肺炎の新規発生率（％）



【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-1-3
肺炎の治癒率

肺炎の治癒率＝Ｃ（1ヶ月あたりの肺炎の治癒が確認された患者数）

/Ｂ（1ヶ月あたりの肺炎の治療を実施した患者数）×100

平成28年度
1ヶ月あたりの肺炎の治療

を実施した患者数（人）
1ヶ月あたりの肺炎の治癒
が確認された患者数（人）

肺炎の治癒率（％）

平成28年4月 4 3 75%

平成28年5月 8 5 63%

平成28年6月 6 4 67%

平成28年7月 5 5 100%

平成28年8月 6 5 83%

平成28年9月 2 1 50%

平成28年10月 10 7 70%

平成28年11月 9 9 100%

平成28年12月 6 4 67%

平成29年1月 14 11 79%

平成29年2月 9 7 78%

平成29年3月 7 4 57%

合計/平均 86 65 76%

慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）
日本慢性期医療協会
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【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-1-4

尿路感染症の新規発生率
　　（尿路感染症治療目的の入院は除く。初発・再発は問わない）

尿路感染症の新規発生率＝Ｃ（1ヶ月あたりの尿路感染症新規発生患者数）

　　　　　/Ｂ（1日あたりの平均入院患者数）×100

平成28年度
1日あたりの平均入院患者

数（人）
（医療）

1ヶ月あたりの尿路感染症
新規発生患者数（人）

尿路感染症の新規発生率
（％）

平成28年4月 71 0 0%

平成28年5月 69 8 12%

平成28年6月 67 9 13%

平成28年7月 71 8 11%

平成28年8月 72 6 8%

平成28年9月 64 10 16%

平成28年10月 60 6 10%

平成28年11月 66 5 8%

平成28年12月 68 4 6%

平成29年1月 68 10 15%

平成29年2月 62 7 11%

平成29年3月 72 7 10%

合計/平均 809 80 10%

慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）
日本慢性期医療協会
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【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-1-5
尿路感染症の治癒率

尿路感染症の治癒率＝Ｃ（尿路感染症の治癒が確認された患者数）

/Ｂ（尿路感染症の治療を実施した患者数）×100

平成28年度
尿路感染症の治療を実施

した患者数（人）
尿路感染症の治癒が確認

された患者数（人）
尿路感染症の治癒率（％）

平成28年4月 1 1 100%

平成28年5月 11 10 91%

平成28年6月 9 9 100%

平成28年7月 9 9 100%

平成28年8月 8 7 88%

平成28年9月 11 9 82%

平成28年10月 7 5 71%

平成28年11月 8 7 88%

平成28年12月 4 3 75%

平成29年1月 11 9 82%

平成29年2月 8 6 75%

平成29年3月 9 9 100%

合計/平均 96 84 88%

慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）
日本慢性期医療協会

100%
91%

100% 100%
88%

82%
71%

88%
75%

82%
75%

100%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

尿路感染症の治癒率（％）

尿路感染症の治癒率（％）



【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-1-6
入院時、尿道カテーテルが留置されている患者1ヶ月後の抜去率

尿カテ1ヶ月後抜去率＝Ｃ（1ヶ月後に尿道カテーテルが抜去されている患者数）

/Ｂ（入院時尿道カテーテルが留置されていた患者数）×100

平成28年度
入院時尿道カテーテルが
留置されていた患者数

（人）

1ヶ月後に尿道カテーテル
が抜去されている患者数

（人）

入院時、尿道カテーテルが
留置されている患者の1ヶ

月後の抜去率（％）

平成28年4月 0 0 -

平成28年5月 1 0 0%

平成28年6月 1 0 0%

平成28年7月 0 0 -

平成28年8月 0 0 -

平成28年9月 0 0 -

平成28年10月 0 0 -

平成28年11月 0 0 -

平成28年12月 0 0 -

平成29年1月 0 0 -

平成29年2月 0 0 -

平成29年3月 0 0 -

合計/平均 2 0 0%

慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）
日本慢性期医療協会
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【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-2-1
内服薬定期処方の見直しの平均頻度

1ヶ月間の患者1人あたり処方箋枚数＝Ｃ（1カ月間の内服定期薬処方箋枚数）/Ｂ（内服定期薬投与患者数）

見直しの頻度（日）＝Ｄ（1カ月の日数（日））/Ｅ（1ヶ月の患者1人あたり処方箋枚数）

平成28年度
内服定期薬投与

患者数（人）

1カ月間の内服定
期薬処方箋枚数

（枚）

一カ月の日数
（日）

1ヶ月間の患者1
人あたり処方箋

枚数（枚）

内服薬定期処方
の見直しの平均

頻度（日）

平成28年4月 76 144 30 2 16

平成28年5月 64 156 31 2 13

平成28年6月 68 253 30 4 8

平成28年7月 73 173 31 2 13

平成28年8月 76 191 31 3 12

平成28年9月 75 155 30 2 15

平成28年10月 62 141 31 2 14

平成28年11月 75 173 30 2 13

平成28年12月 88 165 31 2 17

平成29年1月 77 178 31 2 13

平成29年2月 81 186 28 2 12

平成29年3月 78 190 31 2 13

合計/平均 893 2105 365 2 13

日本慢性期医療協会
慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-2-2
注射薬処方の見直しの平均頻度

1週間の患者1人あたり処方箋枚数＝Ｃ（1週間の注射薬処方箋枚数）/Ｂ（注射薬投与患者数）

見直しの頻度（日）＝Ｄ（1週間の日数（日））/Ｅ（1週間の患者1人あたり処方箋枚数）

平成28年度
注射薬投与患

者数（人）

1週間の注射薬
処方箋枚数

（枚）

一週間の日数
（日）

1週間の患者1
人あたり処方箋

枚数（枚）

注射薬処方の
見直しの平均頻

度（日）

1週間 27 47 7 2 4

日本慢性期医療協会



慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-2-3
内服定期薬の平均処方薬剤数

　　　　　　　　/Ｂ（1週間の内服定期投与延べ患者数）

平成28年度
1週間の内服定期投与延

べ患者数（人）
1週間の内服定期薬の投

与薬剤数合計（剤）
内服定期薬の平均処方薬

剤数（剤）

1週間 65 1585 24.385

内服定期薬の平均処方薬剤数＝Ｃ（1週間の内服定期薬の投与薬剤数合計）

日本慢性期医療協会



慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-3-4
新規褥瘡発生率

新規褥瘡発生率＝Ｃ（分母のうち、ｄ2以上の褥瘡の院内新規発生患者数）
/Ｂ（調査月の新入院患者数+当月1日現在患者数）×100

平成28年度
調査月の新入院患者数+

当月1日現在患者数

分母のうち、ｄ2以上の褥瘡
の院内新規発生患者数

（人）
新規褥瘡発生率（％）

平成28年4月 98 4 4%
平成28年5月 89 5 6%
平成28年6月 91 4 4%
平成28年7月 90 4 4%
平成28年8月 94 6 6%
平成28年9月 81 4 5%
平成28年10月 78 2 3%
平成28年11月 85 2 2%
平成28年12月 89 1 1%
平成29年1月 88 2 2%
平成29年2月 91 3 3%
平成29年3月 87 1 1%
合計/平均 1061 38 4%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-3-5
褥瘡の治癒率（治療後6カ月以内）

褥瘡の治癒率＝Ｃ（治癒患者数）/Ｂ（全褥瘡患者数）×100

平成28年度 全褥瘡患者数（人） 治癒患者数（人） 褥瘡の治癒率（％）

平成28年4月 28 3 11%

平成28年5月 24 5 21%

平成28年6月 22 1 5%

平成28年7月 22 3 14%

平成28年8月 20 2 10%

平成28年9月 19 0 0%

平成28年10月 17 1 6%

平成28年11月 18 4 22%

平成28年12月 14 1 7%

平成29年1月 16 1 6%

平成29年2月 21 1 5%

平成29年3月 19 1 5%

合計/平均 240 23 10%

日本慢性期医療協会

11%

21%

5%

14%

10%

0%

6%

22%

7% 6%
5% 5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

褥瘡の治癒率（％）

褥瘡の治癒率（％）



慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-3-8
認知症患者への対応

認知症高齢者の日常生活自立度ⅣまたはMの患者の占める割合＝Ｃ（認知症ⅣまたはＭの患者数）/Ｂ（平均入院患者数）×100

平成28年度
平均入院患者

数（人）
(医療）

認知症Ⅳまた
はＭの患者数

（人）

認知症患者（合
併症あり）のう
ち認知症Ⅳま
たはＭの患者
の占める割合

平成28年4月 71 9 13%
平成28年5月 69 9 13%
平成28年6月 67 7 10%
平成28年7月 71 5 7%
平成28年8月 72 4 6%
平成28年9月 64 4 6%
平成28年10月 60 4 7%
平成28年11月 66 5 8%
平成28年12月 68 5 7%
平成29年1月 68 5 7%
平成29年2月 62 5 8%
平成29年3月 72 5 7%
合計/平均 809 67 8%

重症認知症患者の身体合併症（肺炎・尿路感染症・褥瘡・脱水など）に対する治療が自院で可能である割合
＝Ｃ（分母の中での認知症ⅣまたはＭの患者数）/Ｂ（認知症の身体合併症治療目的の新規入院患者数）×100

平成28年度

認知症の身体
合併症治療目
的の新規入院
患者数（人）

分母の中での
認知症Ⅳまた
はＭの患者数

（人）

重症認知症患
者の身体合併
症（肺炎・尿路
感染症・褥瘡・
脱水など）に対
する治療が自
院で可能であ

平成28年4月 12 0 0%
平成28年5月 13 2 15%
平成28年6月 16 0 0%
平成28年7月 11 0 0%
平成28年8月 9 0 0%
平成28年9月 3 0 0%
平成28年10月 11 0 0%
平成28年11月 10 2 20%
平成28年12月 11 0 0%
平成29年1月 12 0 0%
平成29年2月 6 0 0%
平成29年3月 5 0 0%
合計/平均 119 4 3%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

領域４【リハビリテーション】
【注】１．評価基準は、回復期リハビリテーション病棟とその他の病棟では異なる。
　　　　　（ ）内の数字は回復期リハビリテーションにおける基準である。
　　　２．評価は直近で調査できる月とする。

2-4-1
休日を含め適切な頻度でリハビリテーションが提供されているか

リハビリテーション平均実施率＝Ｃ（実施対象者における個別療法実施延べ日数）
/Ｂ（1日あたりの平均入院患者数）÷4

平成28年度
1日あたりの平均入院患者

数（人）
実施対象者における個別
療法実施延べ日数（日）

1週間に入院患者1人あた
りのリハビリテーション実施

日数（日）

平成28年4月 71 426 2
平成28年5月 69 459 2
平成28年6月 67 465 2
平成28年7月 71 425 2
平成28年8月 72 433 2
平成28年9月 64 393 2
平成28年10月 60 455 2
平成28年11月 66 450 2
平成28年12月 68 400 1
平成28年1月 68 401 1
平成28年2月 62 367 1
平成28年3月 72 407 1
合計/平均 809 5081 2

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

領域４【リハビリテーション】
【注】１．評価基準は、回復期リハビリテーション病棟とその他の病棟では異なる。
　　　　　（ ）内の数字は回復期リハビリテーションにおける基準である。
　　　２．評価は直近で調査できる月とする。

2-4-2
十分な時間のリハビリテーションが提供されているか

患者1人1日あたりリハビリテーション実施単位数＝Ｄ（測定月の実施総単位数）/Ｃ（延べ入院患者数）

平成28年度
延べ入院患者数（人）(医

療）
測定月の実施総単位数（単

位）

患者1人1日あたりリハビリ
テーション実施単位数（単

位）

平成28年4月 98 1681 17
平成28年5月 89 1815 20
平成28年6月 91 1899 21
平成28年7月 90 1476 16
平成28年8月 94 1463 16
平成28年9月 81 1476 18
平成28年10月 78 1573 20
平成28年11月 85 1318 16
平成28年12月 89 1403 16
平成29年1月 88 1451 16
平成29年2月 91 1352 15
平成29年3月 87 1552 18
合計/平均 1061 18459 17

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

領域４【リハビリテーション】
【注】１．評価基準は、回復期リハビリテーション病棟とその他の病棟では異なる。
　　　　　（ ）内の数字は回復期リハビリテーションにおける基準である。
　　　２．評価は直近で調査できる月とする。

2-4-3
多職種（リハビリ以外の職種も含めて）によるカンファレンス等にて、
リハビリテーションの内容、頻度が検討されているか

カンファレンス実施率＝Ｃ（カンファレンス実施患者数）/Ｂ（対象患者数）×100

平成28年度 リハビリ対象患者数（人）
カンファレンス実施患者数

（人）

リハビリテーション対象患
者のうちカンファレンス実施

率（％）

平成28年4月 53 53 100%

平成28年5月 47 47 100%

平成28年6月 59 59 100%

平成28年7月 61 61 100%

平成28年8月 65 65 100%

平成28年9月 59 59 100%

平成28年10月 62 62 100%

平成28年11月 61 61 100%

平成28年12月 61 61 100%

平成29年1月 57 57 100%

平成29年2月 59 59 100%

平成29年3月 57 57 100%

合計/平均 701 701 100%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

領域４【リハビリテーション】
【注】１．評価基準は、回復期リハビリテーション病棟とその他の病棟では異なる。
　　　　　（ ）内の数字は回復期リハビリテーションにおける基準である。
　　　２．評価は直近で調査できる月とする。

2-4-4
ＦＩＭ　ａｎｄ/ｏｒ　ＢＩ等の客観的指標で患者のＡＤＬ状態が把握されているか

ＦＩＭ　ａｎｄ/ｏｒ　ＢI等患者のＡＤＬ把握率＝Ｃ（1回以上の評価がされている患者数）
/Ｂ（対象患者数）×100

平成28年度 リハビリ対象患者数（人）
1回以上の評価がされてい

る患者数（人）

リハビリテーション対象患
者のうち　ＦＩＭａｎｄ/ｏｒＢＩ等

ＡＤＬ把握率（％）

平成28年4月 53 53 100%

平成28年5月 47 47 100%

平成28年6月 59 59 100%

平成28年7月 61 61 100%

平成28年8月 65 65 100%

平成28年9月 59 59 100%

平成28年10月 62 62 100%

平成28年11月 61 61 100%

平成28年12月 61 61 100%

平成29年1月 57 57 100%

平成29年2月 59 59 100%

平成29年3月 57 57 100%

合計/平均 701 701 100%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-5-2
全入院患者に対する1ヶ月間の検査未実施率

検査未実施率＝Ｃ（1ヶ月間に血液検査、尿検査、Ｘ-Ｐ等のいずれも施行されなかった患者総数

/Ｂ（月末の入院患者数）×100

平成28年度 月末の入院患者数（人）

１ヶ月間に血液検査、尿検
査、Ｘ-Ｐ等のいずれも施行

されなかった患者総数
（人）

全入院患者に対する1ヶ月
間の検査未実施率（％）

平成28年4月 69 1 1%

平成28年5月 67 6 9%

平成28年6月 70 4 6%

平成28年7月 72 7 10%

平成28年8月 71 1 1%

平成28年9月 58 3 5%

平成28年10月 63 3 5%

平成28年11月 69 4 6%

平成28年12月 66 4 6%

平成29年1月 70 3 4%

平成29年2月 70 1 1%

平成29年3月 70 2 3%

合計/平均 815 39 5%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-5-3
起炎菌検索と細菌培養感受性検査の実施率

細菌培養感受性検査等実施率＝Ｃ（起炎菌検索および細菌培養感受性検査の実施件数）

/Ｂ（新規罹患感染症数）×100

平成28年度 新規罹患感染症数（人）
起炎菌検索および細菌培
養感受性検査の実施件数

（件）

起炎菌検索と細菌培養感
受性検査の実施率（％）

平成28年4月 0 0 -

平成28年5月 2 2 100%

平成28年6月 2 2 100%

平成28年7月 1 1 100%

平成28年8月 1 1 100%

平成28年9月 2 2 100%

平成28年10月 2 2 100%

平成28年11月 0 0 -

平成28年12月 0 0 -

平成29年1月 0 0 -

平成29年2月 2 2 100%

平成29年3月 2 2 100%

合計/平均 14 14 100%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-6-5
低栄養の改善率

低栄養改善率＝Ｃ（2ヶ月以内にアルブミン値が3.0ｇ/ｄｌ未満から3.0ｇ/ｄｌ以上になった患者数）

/Ｂ（起点日のアルブミン値が3.0ｇ/ｄｌ未満の患者数）×100

平成28年度
起点日のアルブミン値が

3.0ｇ/ｄｌ未満の患者数（人）

2ヶ月以内にアルブミン値
が3.0ｇ/ｄｌ未満から3.0ｇ/ｄｌ
以上になった患者数（人）

低栄養の改善率（％）

平成28年4月 12 0 0%

平成28年5月 16 3 19%

平成28年6月 16 3 19%

平成28年7月 15 4 27%

平成28年8月 16 3 19%

平成28年9月 15 5 33%

平成28年10月 15 1 7%

平成28年11月 16 3 19%

平成28年12月 13 3 23%

平成29年1月 14 1 7%

平成29年2月 11 1 9%

平成29年3月 12 0 0%

合計/平均 171 27 15%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-6-6
1年以内に経管栄養（中心静脈・胃ろう・経鼻）から
経口摂取可能になった患者の割合

1年以内に経管栄養から経口摂取可能になった患者の割合

　　＝Ｃ（1年以内に完全に経口摂取可能となった患者数）/Ｂ（経管栄養患者数）×100

平成28年度 経管栄養患者数(人）
1年以内に完全に経口摂取
可能となった患者数（人）

1年以内に経管栄養から経
口摂取可能になった患者の

割合（％）

平成28年4月 13 0 0%

平成28年5月 12 1 8%

平成28年6月 13 0 0%

平成28年7月 10 0 0%

平成28年8月 12 0 0%

平成28年9月 13 0 0%

平成28年10月 14 0 0%

平成28年11月 15 0 0%

平成28年12月 16 1 6%

平成29年1月 17 0 0%

平成29年2月 16 0 0%

平成29年3月 16 0 0%

合計/平均 167 2 1%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-6-7
1ヶ月以内に経管栄養（中心静脈栄養・胃ろう・経鼻）から少しでも
経口摂取が可能となった患者の割合（1口でも可）

Ｃ（1ヶ月以内に少しでも経口摂取可能となった患者数）/Ｂ（経管栄養患者数）×100

平成28年度 経管栄養患者数(人）
1ヶ月以内に少しでも経口
摂取可能となった患者数

（人）

1ヶ月以内に経管栄養から
少しでも経口摂取可能と

患者の割合（％）

平成28年4月 13 0 0%

平成28年5月 12 1 8%

平成28年6月 13 1 8%

平成28年7月 10 0 0%

平成28年8月 12 0 0%

平成28年9月 13 0 0%

平成28年10月 14 1 7%

平成28年11月 15 1 7%

平成28年12月 16 0 0%

平成29年1月 17 1 6%

平成29年2月 16 1 6%

平成29年3月 16 0 0%

合計/平均 167 6 3%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-7-1
転倒・転落などによる重症事故（下記の定義）の発生率

重症事故発生率＝Ｃ（転倒または転落などによる重症事故の1カ月間の患者数）

/Ｂ（転倒または転落の1ヶ月間の患者数）×100

平成28年度
転倒または転落の1ヶ月間

の患者数（人）

転倒または転落などによる
重症事故の1ヶ月間の患者

数（人）

転倒・転落などによる重症
事故発生率（％）

平成28年4月 2 0 0%

平成28年5月 7 0 0%

平成28年6月 2 0 0%

平成28年7月 2 0 0%

平成28年8月 4 1 25%

平成28年9月 1 0 0%

平成28年10月 0 0 -

平成28年11月 0 0 -

平成28年12月 3 1 33%

平成29年1月 1 0 0%

平成29年2月 6 1 17%

平成29年3月 3 0 0%

合計/平均 31 3 10%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-10-1
入院患者のうち急性期病院からの新規紹介入院患者数（紹介率）

新規紹介入院患者率＝Ｃ（急性期病院からの紹介入院患者数）/Ｂ（全新規入院患者数）×100

平成28年度 全新規入院患者数（人）
急性期病院からの紹介入

院患者数（人）

急性期病院からの新規紹
介入院患者数（紹介率）

（％）

平成28年4月 23 8 35%

平成28年5月 22 5 23%

平成28年6月 26 6 23%

平成28年7月 20 9 45%

平成28年8月 22 3 14%

平成28年9月 11 3 27%

平成28年10月 21 4 19%

平成28年11月 23 4 17%

平成28年12月 21 1 5%

平成29年1月 22 6 27%

平成29年2月 21 8 38%

平成29年3月 18 7 39%

合計/平均 250 64 26%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】 1.評価期間中に退院（転棟、死亡含む）した患者は原則として評価対象から除く。
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-10-2
在宅からの新規入院患者数（居住系施設等を含む）

在宅からの新規入院患者数＝Ｃ（在宅からの新規入院患者数）/Ｂ（全新規入院患者数）×100

平成28年度 全新規入院患者数（人）
在宅からの新規入院患者

数（人）
在宅からの新規入院患者

数（率）（％）

平成28年4月 23 7 30%

平成28年5月 22 8 36%

平成28年6月 26 13 50%

平成28年7月 20 8 40%

平成28年8月 22 13 59%

平成28年9月 11 6 55%

平成28年10月 21 9 43%

平成28年11月 23 8 35%

平成28年12月 21 13 62%

平成29年1月 22 11 50%

平成29年2月 21 7 33%

平成29年3月 18 6 33%

合計/平均 250 109 44%

日本慢性期医療協会
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（％）



慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-10-3
在宅復帰率（居住系施設等を含む）

在宅復帰率＝Ｃ（在宅退院患者数）/Ｂ（全退院患者数（死亡退院を除く）×100

平成28年度 全退院患者数（人） 在宅退院患者数（人） 在宅復帰率（％）

平成28年4月 22 9 41%

平成28年5月 12 6 50%

平成28年6月 17 9 53%

平成28年7月 12 10 83%

平成28年8月 16 9 56%

平成28年9月 16 10 63%

平成28年10月 11 7 64%

平成28年11月 11 6 55%

平成28年12月 16 10 63%

平成29年1月 13 6 46%

平成29年2月 17 9 53%

平成29年3月 14 0 0%

合計/平均 177 91 51%

日本慢性期医療協会
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慢性期医療の　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　（病棟臨床指標）

【注】
2.分母が「0（ゼロ）」の場合は「ＮＡ］とする。
3.評価期間は原則として直近6ヶ月のうち連続した3ヶ月とする。

2-10-4
多職種による退院カンファレンスを実施しているか

カンファ実施率＝Ｃ（5職種以上の退院カンファレンスを実施した患者数）/Ｂ（全退院患者数）×100

平成28年度 全退院患者数（人） カンファ実施患者数（人） 多職種カンファ実施率（％）

平成28年4月 29 3 10%

平成28年5月 24 1 4%

平成28年6月 23 4 17%

平成28年7月 18 1 6%

平成28年8月 23 1 4%

平成28年9月 24 3 13%

平成28年10月 16 5 31%

平成28年11月 17 7 41%

平成28年12月 24 5 21%

平成29年1月 18 3 17%

平成29年2月 21 5 24%

平成29年3月 18 6 33%

合計/平均 255 44 17%

日本慢性期医療協会
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